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研究成果の概要（和文）： 本研究は、1969 年から 71 年にかけ、日本から米国への毛と化合繊

の輸出自主規制をめぐる日米繊維交渉のうち、交渉の体をなしていた 69 年・70 年を取り上げ、

公式および裏チャネルでの交渉を分析し、同交渉過程の全容解明を目的とした実証的外交史研

究である。この研究の意義は、佐藤榮作総理の密使として活躍した若泉敬元京都産業大学教授

と、リチャード・ニクソン大統領の下、国家安全保障問題担当大統領補佐官を務めていたヘン

リー・キッシンジャーとの裏チャネルの交渉過程を解明したことにある。通常、こうした交渉

過程が表に出ることはなく、日米繊維交渉は、日本の外交史上、裏チャネルの交渉過程が資料

により裏付けられたきわめて異例、かつ、稀有な事例である。  

 
 
研究成果の概要（英文）：This study analyzed Japan-US textile negotiations over the 
voluntary restriction of import of wool textile and man-made fiber in 1969-70. The 
significance of this study is to have elucidated the negotiations process of the back 
channel between Henry Kissinger, a National Security Advisor of President Richard Nixon, 
and Kei Wakaizumi, a secret envoy of the Prime Minister Eisaku Sato. Such negotiations 
are rare examples and extremely exceptional in the Japanese diplomatic history. The 
negotiations process of the back channel were supported by official documents. 
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１．研究開始当初の背景 
 ２００４年５月、米国立公文書館において、
キッシンジャー・テレコン、いわゆるキッシ
ンジャーの通話記録が公開された。若泉敬は、
１９９４年に出版した『他策ナカリシヲ信ゼ
ムト欲ス』において、自らが佐藤栄作総理の
密使であり、ニクソン大統領の大統領補佐官
であったヘンリー・キッシンジャーとの沖縄
返還交渉の全容を明らかにした。当初、若泉
のかかわりは、沖縄返還交渉が主であると思
われていたが、その後の米公文書の公開によ
り、若泉が日米繊維交渉において果たしてい
た役割が鮮明になった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、１９６９年から７０年にかけて
行なわれた日米繊維交渉において、若泉が果
たした役割を明らかにすることを目的とし
た。また、公式チャネルにおける交渉経過を
解明することによって、若泉－キッシンジャ
ー・チャネルの役割をより鮮明に描き出し、
密使外交の実態を分析する事を目的とした。
それと同時に、「縄と糸の取引」といわれた
沖縄返還と繊維交渉に新たな光を投げかけ
ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 これまで、若泉『他策ナカリシヲ信ゼムト
欲ス』、Ｉ．Ｍ．デスラー、福井治弘、佐藤
英夫『日米繊維紛争－“密約”はあったのか』
日本経済新聞社、１９８０年、ヘンリー・キ
ッシンジャー（桃井眞・監修）『キッシンジ
ャー秘録②激動のインドシナ』小学館、１９
８０年などによって、繊維交渉の概要は知ら
れている。ただ、本研究の方法の特徴は、徹
底的に一次資料を渉猟し、精査したことであ
る。とりわけ、メリーランド州カレッジパー
クにある米国立公文書館での資料収集、それ
に、外務省への行政文書開示請求により入手
した資料を中心に研究を行なった。 
 
４．研究成果 
 

（１）70 年 1月から 3月にかけ、裏チャネ
ルのシナリオが破綻して行く過程を分析し
た。このシナリオとは、日米間で 69年 12 月
末まで、包括的な繊維輸出自主規制に関する
秘密協定を締結し、70 年 3月頃まで、その内
容を米側が GATT という多国間の場で提案、
日本がそれを支持し、包括的多国間協定を締
結するというものであった。米側は、このシ
ナリオに基づき、日米公式交渉において強硬
な自主規制案を提示するものの、シナリオの

存在を知らない日本側担当者はそれに強く
反発する。このシナリオが破綻する原因は、
佐藤がまったく指導力を発揮しなかった、あ
るいは、できなかったことにある。こうした
事態に直面した若泉とキッシンジャーは、事
態をシナリオに戻そうと試みるも、結局、失
敗に終わったことを明らかにした。 
 
（２）70 年 4月の若泉－キッシンジャー直

接会談から、6 月の宮澤喜一通産大臣とモー
リス・スタンズ商務長官との主管大臣同士の
会談までを分析対象とした。若泉は、4月末、
渡米し、キッシンジャーとの直接交渉に臨む。
若泉は、米側作成の二つの繊維自主規制案
（実質的な包括規制案）を持ち帰り、それを
今度は日本案として米側に提示する工作を
試みた。これらの案は、佐藤から宮澤にも伝
えられ、検討されたが、結局、日の目を見る
ことはなかった。また、6 月の宮澤－スタン
ズ会談は、まったく成果がなく終了し、戦後
の日米関係史上、前例のない結果に終わった
ことを解明した。 
 
（３）70 年 10 月 24 日の第二回佐藤－ニク

ソン会談において、再度、繊維問題が取り上
げられ、佐藤がニクソンに繊維の輸出自主規
制を改めて約束した過程を明らかにした。若
泉は、69 年 11 月の第一回首脳会談と同様、
キッシンジャーと国際電話で頻繁に連絡を
取り合う。前年の約束を履行してこなかった
佐藤は、ニクソンへの信頼を取り戻そうとす
る。結局、この会談で、佐藤は包括的な繊維
自主規制に関する二度目の約束をした。また、
公式レベルにおいても、極秘の交渉が首脳会
談当日の午前中まで繰り広げられた点を明
らかにした。 
 
（４）第二回佐藤－ニクソン会談を経て、

70 年 11 月から 12 月にかけ、牛場信彦駐米大
使とピーター・フラニガン大統領補佐官との
間で行なわれた 11 回に上る会談の詳細を明
らかにした。それと同時に、若泉－キッシン
ジャーの裏チャネルの交渉過程を重層的に
分析した。日本側は、初めての真剣、かつ、
本格的な日本案（17 品目 6グループ）を提示
し、若泉もキッシンジャーと精力的に交渉を
続け、最終的に、佐藤の代理人として、繊維
交渉をまとめようとする。こうした裏チャネ
ルにおける若泉の最後の努力にもかかわら
ず、日米間の主張の開きは依然として大きく、
交渉は妥結にいたらなかった。その全容を解
明した。 
 



 （５）日米繊維交渉において、若泉が果た
した役割を包括的に分析した。若泉は、69 年
末の時点では、その後、繊維交渉が混乱に陥
り、日米の不信感を募らせることなどまった
く予想していなかった。佐藤はニクソンに二
度にわたり、包括的な繊維自主規制を約束し
たにもかかわらず、それを実行に移そうとし
ない。キッシンジャーは若泉を介し約束の履
行を迫る。若泉は日米両首脳の板ばさみとな
り、苦境に陥った。若泉はこの交渉を“魑魅
魍魎の世界”と嘆いたが、その意味世界を可
能な限り実証的に解き明かした。若泉は、沖
縄返還後の緊急時における沖縄への核持ち
込みは、「他策ナカリシヲ信ゼムト欲ス」と
表現したが、繊維交渉に関しては、“他策が
あった”と考えていたと結論づけた。それと
同時に、この繊維交渉から得られた“危機管
理の教訓”として、会談の記録を正確に残し、
それらを政府最高首脳部で共有する重要性
を指摘することができた。 
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